
9月定例会日程
9月22日 開会提案理由説明
23日-25日休会
26日-28日 一般質問
29日-30円 各部常任委員会
10月1自 体会
2日 委員長報告決算審査特
別委員会設置
甲府駅近代化促進に関す
る特別委員会設置閉会

'l'fi守有数会戸よq本市の人口

(昭和47年10月 I日現在)

人口 総数 1 90， 1 59人

男 92，774人

女 97，385人

帯 数 59， 214世帯
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の
意
見
を
聞
く
ま
で
産
し
た
い
.
一
市
民
の
信
頼
取
戻
せ

一
へ
の
草
を
課
町
村
長
情
し
た
。
一
に
つ
い
て
聞
情
し
た
が
、
知
事
の
童
三
な
か
っ
た
と
と
は
遺
憾
で
あ
る
@

同
窓
会
館
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
と
一
一
一
政
治
経
済
の
中
心
畑
と
し
て
甲
府
市
南
一
も
同
じ
で
あ
る
。
高
速
道
で
県
都
に
イ
一
目
下
折
衝
を
用
力
的
に
進
め
て
いるの

の
曜
の
主
聾
す
る
と
と
に
な
っ
一
〈
V
職
員
不
詳
事
件
一
部
へ
の
置
は
絶
対
の
条
件
だ
が
、
見
一
ン
タ
ー
の
な
い
と
乙
ろ
は
な
え
喜
一
で
、
近
く
ま
と
ま
る
見
通
し
で
あ
る
・

ている。
ζ

の
点
、
周
辺
畑
敏
か
ら
公
一

間

磁
般
都
の
輯
務
職
員
に
管
理
亮
一
還
し
と
奇
設
の
働
ぎ
か
付
に
つ
い
て
聞
一
面
は
も
と
よ
り
、
観
光
面
か
ら
も
是
非
一
補
償
処
理
痘
曹
の
財
政
への
影
曹
は

会
堂
と
い
う
要
望
も
あ
る
の
で
、
乙
れ
一
審
と
い
う
破
廉
恥
な
事
件
が
あ
り
、
市
一
き
た
い
。

一必
要
・
麹
殴
省
、
道
路
公
団
に
対
し
、

一選円
ら
れ
ず、

問
和
四
十
八
年
に
は
九

ら
を
箇
ま
え
て
公
金
堂
前
な
も
の
、
同
一
畏
は
蟻
金
と
閉
民
に
摂
く
醜
謝
し
た
が
一

答

県
都
甲
府
市
に
イ
ン
タ
ー
の
な
一由
元
県
議
と
と
も
に
強
力
に
運
酎
す一千
互
門
の
赤
字
が
募
泊
ま
れ
る
。
慣
担
割

怒
全
館
問
な
も
の
を
含
め
て
組
般
し
た
二
非
は
非
と
し
て
酷
し
く
対
処
し
、
市
民
一
い
の
は
困
る
。
矢
田
、
知
事
と
県
曲
開
会
一
る
。
一
の
処
理
は
四
十
七
年
度
か
ら
四
か
年
で

い
。
一
の
信
帽
を
掃
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
ベ
一
様
長
に
、
市
南
部
へ
の
イ
ン
タ
ー
椴
恒
一

一軒
わ
り
た
い。

宿
日
直
の
廃
止
寮
は

一

き

で

あ

る

.

一

一
塁
改
定
に
つ
い
て
は
、
草
加
入

。
教
師
の
健
康
管
理
一
一
連
の
震
は
人
ま
の
あ
晃
一

機

の

熟

す

る

の

を

待

つ

一

者

皇

室

思

量

する

十

九

日

日

付

刊

誌

吋

訪

日

諮

問

問

刊

誌

に

叶

混

ぜ

れ

時

計

七

一

話

抗

議

に

つ

い

て

は

一

hし
弓

脱

出

吋

刊

誌

開

設

計

将

校

一

千

塚

区

画

整

理

事

業

で

答

弁

一

時

十

刊

誌

日

刊

誌
を
け
な
い
ま
し
た
a

鱗
築
に
つ
い
て
は
益
四
件
を
閉
会
中
継
続
と
し
た
仙
は
い
ず
れ
も
主
翼
巡
り
可
一
震
の
聞
で
も
開
閉
に
な
っ
て
い
る
の
一
で
き
な
い
た
め
教
師
の
震
が
そ

i
各
露
間
の
人
事
三
元
化
震
か
る
た
一

間
干
草
区
土
地
区
画
霊
薬
一
と
し
て
取

E
げ
て
も
ら
い
た
い
・
一
小
規
練
校
の
統
合
は

決
、
問
題
言
語
府
イ
ン
タ
ー
置
の
議
案
提
出
、
さ
ら
に
甲
府
寄
化
促
進

5
2員
会
一
で
、
乙
れ
を
規
制
し
て
い
る
量
生
れ
て
い
る
。
官
阻
害
三
吋
ト
リ
重
審
議
長
」
は
反

2
2
2に皇
ん
一

答

就
任
以
来
、
高
廻
善
一
。
小
中
学
校
統
合

の
股
慨
を
決
め
て
十
月
二
日
に
閉
会
し
ま
し
ち
一
品
宮
里
し
て
書
し
た
い
。
一
具
体
的
事
高
き
た
い
一
、
一
答
企
完
化
に
つ
い
て
、
採
用
一
で
い
る
が
、
市
君
、
住
民
の
三
宮
古
書
に
習
的
に
取
り
組
ん
で
き
一

間

塁
、
襲
主
主
要
の

鯛

一
回
ト
崎
忠
一
一
T
U
M
U
M
-
一
同
れ
守
山
十
日
町
村
町
九
九
九
日
間
M
J
M
)
(
d
r
M
一会
館
建
設
は
ど
う
か

一

h締
結
待
巧
主
昇
任
、
蓄
は
す
で
に
害
し
て
い
る
一
村
山
町
目
立
話
料
げ
一
ド
ド
封
印
砕
い
]
喜
一
統
片
山
町
軒
続
紅
ぷ

事

一

(
社
会
党
)
、
開
基
(
露
首
)
の
八
氏
こ
よ
っ
て
護
の
代
表
質
問
せ
わ
れ
ま
し
た
。
一
。
甲
府
商
移
転
問
題
一
置
の
負
担
が
置
く
、
死
亡
、
震
の
カ
、
人
書
撃
を
叡
吋
る
な
ど
霊
一
い
て
、
事
韓
国
を
撤
回
す
る
の
か
。
一
本
年
度
は
、
霊
、
警
に
E
宗

一票
も
年
々
襲
し
て
い
る
の
で
統
合

一

i

ヵ

y

一
間
需
要
震
の
移
転
と
同
憲
一
撃
は
高
い
。
重
要
若
手
出
し
工
合
理
的
な
人
事
理
を
し
た
い
。
一
芝
、
乙
れ
に
関
連
す
る
予
算
亀
に
一
お
か
れ
た
た
め
、乙
れ
ら
露
主
主
義
えざ
る
毒
示
。

乙れに
盛

時

一
カ
月
請
を
は
、
ゼ
ロ
歳
児
医
療
τL
及
ぶ
量
生
器
を
行
な
い
、
裕一

モ
ー
テ
ル
規
制
せ
よ

す
か
ら
童
の
あ
主
題
担
に
つ
い
す
、
年
間
書
さ
れ
て
い
る
が
、
土
産
の
京
事
件
は
、
組
織
、
ム
転
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

一改
修
の
予
算
が
少
な
か
っ
たが
、
妻
子
理
解
と
協
力
が
必
要
だが、

袋

一

一臨

時

開

盟

主

諮

問

一

一

時

間

仰

の

関

上

京

事

し

て

事

長

一

諮

問

品

開

奇

襲

器

一

引

提

唱

瞬

間

諮

問

問

問

屋

市

龍

一

諮

問

幻

一り
込
ん
だ

三
億
五
百
一
一
+
五
万
一貫
に
は
、
保
護
理
の
選
任
に
旦
モ
ー
テ
ル
が
次
々
に
詰
完
て
い
る
一
移
転
に
は
実
な
費
用
を
嬰
す
る
一
よ
品
集
人
化
し
て
い
る
が
、
五
て
、

A
U
1、
明
、
富
の
研
一
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
講
ず
る
こ
一
を
有
効
に
需
し
て
引
を
巡
視
す
一
票
に

一枝
つ
く
る
の
で
、
こ
の
雲

脚

立
六
千
円
の
一
般
会
計
捕
手

n喜
一恕
す
る
ζ

と
を
決
め
ま
し
た
。
一
が
、
書
、
軍
上
か
ら
も
モ
ー
テ
ル
一
が
、
一
昨
幸
世
入
し
て
真
下
に
一
に
つ
い
て
も
岱
買
、
警
備
員
長
工
究
開
事
行

;

t

F
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
る
・

7
・

j

一
で
能
県
巾
辛
苦
芝
、
ス
ク
ー
ルパ

閉山

円一
じ
め
、
昭
和
棄
の
蓄
に
伴
品
一
以
下
、
質
問
の
主
な
る
も
の
は
次
の
五
舗
を
霊
的
に
告
す
べ
き
だ
と
Z
押

n
Z認
な
商
襲
撃
、
重
る
な
か
で
菱
商
で
廃
止
し
た
い
。
一
公
共
用
型
車
ず
実
施

一

軍

事
P
R
査
な
ど
器
産
一
玉
穂
一
遅
れ
の
理
由
は

す
の
案
書
め
た
な
か
で
統
合
を
検
討

一和
、
申
主
間
町
に
対
す
る
輔
慣
一団地八
一通

り

で

す

.

一

一

一

一

一

時

第
一語

許

諾

鉱

山

一束
阿
原
に

建

設

一

農

業

セ

ン

タ

ー

に

老

人

農

園

一
日
付
の
費
は
ど
と
で
す
一
戸
時
ー
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
一
時
間
服
幹
事
は
関
一
恥

か

け

た

対

話

に

集

一

宮
前
刈
議
室
襲
撃
が
提
出
一マ
身
隊
者
住
宅

一

老

人

の

生

き

が

い

対

策

一
る
の
か
。
ま
た
、
民
間
に
毒
づ
吋
る
一
組
童
げ
で
き
か
ら
=
芽
の
一
一
以
一
保
町
村
の
関
空
関
係
者
の
努
に
よ
一
〈
〉
対
話
市
政

立

町
内
れ
れ
れ
十
日
制
詰
一
通
刊
誌
訪
ね

E宅を一
間

揖
人
対
策
に
つ
い
て
は
医
療
一
言
の
構
想
を

一

言

員

会

主

主

内

容

の

一

利

下

刊
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日

以

明

日
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読

書
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詩
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団

長

明
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間

わ

れ

一

同

一

部

門

一

一

一

部

一

リ

ド

μい
れ

げ

は

あ

科

目

配

し
は

一
が
号
制
錯
誤
認
一
日
ほ
れ
サ
九
銭
山
町
長
刊
行
一

刊

誌

訪

れ

河

口

A
一

は

可

能

い
時
日
以
内

車
問

7
一昔
、
事
態
を
重
視
し

9月定例会

乳
児
医
療
無
料
化
実
施

職
員
の
不
祥
事
件
て
決
議

世



一
主
質
問
の
し
こ
り
が
長
の
秩
序
一
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
助
か
す
賢
一
に
職
員
長
幸
せ
る
と
と
も
に
、
自
一
吋
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
昨
年
十
一

日

川

l
H
U

一審
会
長
・
京
島
幸
男
)
一
(
緑
ケ
丘
北
部
里
会
長
・
毒
喜

一
を
号
、
こ
の
よ
う
な

Z
Z語
一
の
嘉
再
発
の
み
な
ら
ず
、
長
皇
ら
の
人
格
と
政
策
に
よ
っ
て

E
の
信
一
一
一
月
県
議
合
で
移
転
霊
の
露
呈

一請

願

一

一

【

建
股
経
済
部
委
員
会
】

一夫
ほ
か
)

一
引
の
詩
H
K
と
桝
記
の
ゆ
る
み
を
生
ず
る
一
帯
が
軍
嬰
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
、

一頼
を
さ
ら
に
か
ち
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
一
択
さ
れ
、
こ
れ
に
誌
づ
い
て
県
の
担
当
一

「

l
i
-
-
-
L

一O
市道の措置川町
工
事
(
荷
折
町
東
部
自
一
O
千
壕
剛
一
回
土
拙
民
間
禁
止
噛
撲
の
中

一草
壱
招
い
た
の
そ
は
な
い
か
と
毒
事
噌
雪
支
三
J
i瓦瓦zえ土んι一す市
E長は
展
厳
し
hい姿喜勢と長阪賢員
Eに信
露
醐
苫

7

一
玄
ら
れ
る
。
従
つ
て
こ
れ
ら
の
す
ベ
てを主一石れる政圃賢雪凧嬰-を世もち、その門世-思串を」
E
詔
詔
一
均
期
待
し
て
干揖禁有奈剖飼H
会-吾苦嘉山純終問F怠tわわりり
一まました宍@
一石
的
な
活
動
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
主
一

【
総
務
部
委
員
会
】

六
H詳
排
水
時
の
改
修
工
事
(
濁
折
町
買
部
苛
同
脱
向
表
者
.揖
林
武
E
ほ
か

ε) 

職
員
の
喜
重
に
つ

J
5完
全

し

た

監

は

本

人

の

一

い

て

は

重

言

及

室

長

の
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目

村

山

即

日
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一
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別
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長
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間

報
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i
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刑
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問
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村

山

時

間

併

記

ド

の

i
d
u
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U
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U
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m
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日

一
報

告

主

誌

の

低

さ

に

あ

る

だ

吋

で

な

く

、
も
一
気
の
ゆ
る
み
を
去
、
か
か
る
不
樟
事
一
岳
は
か
る
と
と
も
に
、
現
実
に
霊
純
一

'

aa

一
甲
府
刑
務
所
移
転
促
詩
型
民
会
一
聞
の
半
分
(
=
一
万
五
千
平
米
)
毒
で
一
号
ほ
か
)

一除
く
)
(
緑
ケ
正
北
部
自
治
会
長
・手
一
抑
代
表
者

・古
霊
平
)

一

ー
そ
の
躍
過
と
歪
に
じ
て
ょ
っ
と
深
い
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
量
生
せ
し
め
る
置
と
な
っ
た
の
で
一
夫
書
器
想
主
ら
発
生
し
た
一

L
L

一
へ
混
合
ぎ
は
、
高
罰
金
最
一
覧
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
利
一
宗
教
置
の
習
霊
場
主
吾
妻
ほ
か
)
一

日

つ

J
U

月

一

高

定
例
本
金
銭
で
み
に
一
躍
一
告
に
売
が
吋
た
画
期
的
な
組
融
改
革
一
4
な
い
か
。
等
の
富
に
対
し
、
皇
官
苦
し
、
こ
員
会
に
、
す
で

L

I

l

t

に
特
別
正
一
発
足
以
来
の
罪
経
過
一
同
部
闘
を
具
体
的
に
作
成
し
て
ほ
し
一
費
翠
執
行
芸
員
長
・小
摂
弘
美
ほ
一
宗
巡
の
詰
(
西
宮
T
A会
長
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二

陳

情

一

一
一
部
内
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一
一
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一
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を

2
2
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密
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叶
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合
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一に
護
で
あ
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、
こ
の
よ
う
事
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下
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し

、

ひ

一

1

た

に
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内
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に

あ
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し
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力

一

一

、

甲

府

市
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、
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